
 

 

 

 

 

 

あさひは、明日に向かって 

 

特定非営利活動法人あさひ 理事長 昆 善起 

 

季節の移ろいにも気付かず、日々慌ただしく過ごすうちに、周囲を見渡せば樹々は色づき、 

八ヶ岳の山はうっすら白くなりました。この清里の麓、高根町あさひでは日々気温が下がっ

ていきます。皆様の処ではいかがでしょうか、日頃のご支援に感謝申し上げます。 

 あさひテレサホームの利用者さんは元気に過ごしております。作業所でも日々格闘しなが

ら、仕事をこなしています。10月初めには、雲柱社さんのボランティアもあり、共に稲刈り

を終えました、今年は長雨もあり、自然乾燥のためはぜ竹の上で長く滞在することになりま

したが、ようやく脱穀も終わりました。味に影響はないと思われます、餅米もあります。12

月 9日(土)に交流会で餅つきがあり、売り出しますので、ご予約お買い求めくだされば、あ

りがたいです。 

 11月は恒例、お楽しみ秋の旅行を二泊三日で、２班に分けて行いました。行き先は、千葉

県野田市にある清水公園バンガローキャンプ場で一泊、二泊目は九十九里にある国民宿舎サ

ンライズです。私も 11月 5日、11月 12日に参加し、バーベキューを一緒に楽しみ、5日は

共にバンガローに泊まりました。利用者さんは、ボランティアさんが参加して共に楽しんで

くれることを喜びとしています。12月 9日(土)「あさひ秋の交流会」も楽しみしています、

どうぞ多くの方々の参加をお待ちしています。とりわけ、女性の方々の参加を！ 

 さて、私たちを取り巻く自然環境、社会環境とも多様性が失われてきていると言われてい

ます。私たちの食生活でも多様性が失われてきています、世界中同じ基本食を食品メジャー

によりほぼ単一種の物を食べさせられています。遺伝子組み換え作物を食することが食の豊

かさにつながるかは疑問です。その意味でも、食の多様性は大事なことです。 

 人間社会でも多様性は大事なことです、人種間の問題でのこと、障害のあるなしでのこと。 

今、私たちは遺伝子組み換え作物と同様に、遺伝子組み換え人間さえ生み出すことのできる

手段と技術を手に入れました。そのことが人類に幸せをもたらすかは疑問です。むしろ多様

な人々がいる社会こそが、人間性豊かな社会にしてくれるのではないかと思われます。 

あさひ福祉作業所では、その思いを持って 39 年、障がい者と共に養豚（現在はしていま

せん）、養鶏、椎茸原木栽培、米作りとヨゴレ仕事を、パン、ケーキ、クッキー作りなどき

れいな仕事を島武代さんはされてきました。この度、「NPOあさひ」が、障がい者就労継続支

援 B型・生活介護の多機能型での通所施設を建設して、島武代さんの個人事業である福祉作

業所を受け継ぐことが正式に 11月 11日の臨時総会で承認され、併せて建設費￥18,093,979

円も承認されました。建設費の内、1,800万円は金融機関よりの借入金で賄うことになりま
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した。それ以外に、付帯設備、当面の運営資金が必要になります。今までも皆様にご支援頂

いてきました、その上にさらにご支援をお願いすることは大変心苦しいことですが、どうか

お助け下さいますようお願い申し上げます。 

ご寄付の目標金額は、200 万とさせて頂きたいのです。一口：1 万円、皆さま方におかれ

ましても、厳しいかと推察されますが、何卒よろしくお願いいたします。 

 

最後に、障がい者就労継続支援 B型を立ち上げるについて、果たしてあさひ福祉作業所の

ような３Kの仕事に通所する利用者さんがいるのかという懸念がありました。今どきの親御

さんには、３Kを避ける傾向があるということです。しかし、障がい者にも職業選択の自由

はあります。きっと、中には自分も生産活動に携わりたいと思う方もいらっしゃると確信し

ていますし、多様性を信じています。来年、４月開所を目指しています、あさひ福祉作業所

は他にはないプログラムです、どうぞご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

米の会 あさひ 

 

                                          島 武代 

 

今年は日照り続きとその後の長雨が続きましたが、やっと稲刈り、脱穀が終わりました。 

米の会は、近隣住民とあさひを含めて６家族で米の栽培をしています。田植機・トラクタ

ー・脱穀機等を共有し、助け合って取り組んでいく集まりです。都市より移住していらした

方と先代からの住人と、主食である米を作ること、１年間の主食があることは、何よりの安

心と喜びであります。 

米の会は、有機無農薬栽培し、天日干し（稲架け）をします。この一年の作業で一番大変

なのは、天日干しにする稲架け作業です。ここで力を発揮して下さるのが、あさひにワーク

キャンプに来て下さる社会福祉法人雲柱社の職員研修の方々です。バインダーで刈った稲を

はぜにかける２０名の職員の方々のパワーで、次々に干されていきます。２泊３日のワーク

キャンプで３軒分をこなして下さっています。 

雲柱社の田植え、稲刈りのワークキャンプは米の会の人達にとって、特にあさひにとって

は、何よりの助人になって下さっています。また、ワークの方々にとりましても、天候に左

右されますが、晴天の八ヶ岳、南アルプス、富士山を仰ぎながらの農作業は、何よりの心の

おみやげになるのではないでしょうか～。また、そうであってほしいと願います。 

今年も一年の作業が終わりました（いえいえ、まだ来年にむけ、ワラ・ケイフンの肥料を

入れて田起しの作業が残っておりました）。 

あさひの米の収穫は、不順な気候でしたが昨年並みの収量となりました。 

 

  うるち米  １９００ｋｇ 

  もち米    ４８０ｋｇ 

   大豆     １２０ｋｇ（雨天続きだったため、虫くいが沢山出ました。） 

 

あさひのもちつき交流会＜１２月９日(土）＞には、皆様にこの新米を振舞うことが出来ま

すこと何よりの喜びです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

お誕生日おめでとうございます。（１０月） 

佐藤恵美子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢は秘密です～(^^♪ 
一息で消せるかなぁ♪ 

薪ストーブの暖かさに包まれて 

ぶーこっこ広場 

八ヶ岳と青い空 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人あさひ  あさひテレサホーム 

〒408-0002 山梨県北杜市高根町村山北割 86-6  http://www.asahi-teresa.com 
TEL 0551-47-3950  FAX 0551-47-4414   asahi-fukushi@cd.wakwak.com 

編集者：中山正博 

 

☆ご支援のお願い☆ 

 

来期からの新規事業（障がい者就労継続支援 B 型・生活介護の多機能型）に対するご支

援（募金）は以下の郵便局にて会費と同様に振り込みをお願いいたします。 

 

賛助会費（５０００円）＆寄付金等 ： 特定非営利活動法人あさひ 

 ★郵便局振込★ 00220-1- 98254     

★他銀行振込★ 当座 ０二九 0098254  

 

一口：1万円 目標金額 200万円 

 

 

 

http://www.asahi-teresa.com/
mailto:asahi-fukushi@cd.wakwak.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集者からのクリスマスのささやかな音楽の贈り物です。

ご都合がつくようでしたら河口湖にお越し下さい♪(^^♪  


